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１．システム利用に必要な環境 

                                 2025/3/25現在 

パソコン 

本体 OS が動作する PC/AT 互換機 

CPU Pentium Ⅲ 800 MHz 同等以上推奨 

メモリ 256 MB 以上推奨 

HDD 1 ドライブの空きが、500 MB 以上の空き容量 

インターフェース USB ポートに 1 つ以上の空きがあること 

画面解像度 1024×768 ドット（XGA）以上 推奨 

プリンタ   A4 サイズを印刷できること 

ソフトウェア 

対応 OS／ブラウザ 

Windows 10 / ver.22H2 / Microsoft Edge 

Windows 11 / ver.24H2 / Microsoft Edge 

※バージョンは最新の動作確認済みバージョンを記載しています。 

※Microsoft Edgeの設定はこちらをご確認ください 

電子入札補助アプリ 

（入札案件でのみ必

要） 

電子入札補助アプリのご利用は、電子入札コアシステム対応認証局

にお問い合わせください。 

セキュリティ 

  

ウィルス対策ソフトがインストールされ、最新パターンで保護されてい

ること 

ネットワーク 回線 
常時接続サービス（ADSL、CATV、FTTHなど）を推奨 専用線接続

（社内 LAN 含む）では 128Kbps以上 推奨 

インターネット 通信プロトコル 

HTTP、HTTPS(SSL)、LDAP の全通信プロトコルが通過可能であるこ

と 

メールを受信できること 

社内 LAN利用の場合は、社内ファイアウォールが上記プロトコルを通

過できること 

https://www.buppin.e-aichi.jp/public/contents/manual/MicrosoftEdge.pdf


ICカード 

（入札案件でのみ必要） 

電子入札コアシステム対応認証局より発行された電子入札用 ICカー

ド 

その他 

（入札案件でのみ必要） 
Windowsのユーザ名、ドメイン名は 1 バイト文字に限る 

Windows Vista 以降のWindows の OSで使用可能な一部の特殊な文字については使用できません。 

２．電子入札の際に必要な環境 

「１．システム利用に必要な環境」に加え、IC カードなどを用意する必要があります。 

なお、随意契約、公開見積競争（オープンカウンタ）のみに参加する業者の方は、IC カードは必要あり

ません。 

ICカード 

電子入札システムをお使いいただくためには、入札参加資格者名簿に登録され

ている代表者（ただし、入札等に関する権限を委任している場合は 受任者）名

義の IC カードが必要です（詳しくはこちら）。 

IC カードをお持ちでない方は電子入札コアシステム対応の認証局よりご購入く

ださい。（価格の目安は、1枚 1年あたり 10,000円～15,000円です。詳細は各認

証局のウェブサイトをご確認ください。） 

各認証局によって異なりますが、ICカードのお申し込みから取得まではおよそ 1

ヶ月を見込んでおいてください。 

※ただし随意契約、オープンカウンタ（公開見積競争）のみに参加する場合は、

IC カードの購入は不要です。  

ICカードリーダ 
電子入札コアシステム対応認証局の案内に従って購入してください。 

（価格の目安は、1つ 5,000円程度からです。）  

ソフトウェア 
通常は IC カード、IC カードリーダに付随しています。 

各認証局のマニュアルに従って、インストールや設定を行ってください。  

 

３．代理人（行政書士）の方が必要な環境 

「１．システム利用に必要な環境」に加え、署名ツールをこちら（H30.9.18更新）からダウンロードしてくだ

さい。ダウンロードしたファイルを展開して C ドライブの直下に保存してください。  

https://www.buppin.e-aichi.jp/public/contents/manual/iccard_d.pdf
http://www.cals.jacic.or.jp/coreconso/inadvance/agencylist.html
https://www.buppin.e-aichi.jp/public/contents/tools/SIGN-TOOL.zip

